
   

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

  

リレートーク 

 

 
 
 
 
 
 
 

１
０
月
１
１
日 

市
駅
前
宣
伝
、
団
会
議
、
党
社
保
部
会 

 
 
 

１
２
日 

地
域
要
求
研
究
集
会 

 
 
 

１
３
日 

生
協
ま
つ
り
、
宣
伝
行
動
（
城
北
） 

 
 
 

１
４
日 

地
域
訪
問 

 

 
 
 

１
５
日 

年
金
者
一
揆 

 
 
 

１
６
日 

視
力
障
害
者
の
生
活
を
守
る
会
県
交
渉 

 
 
 

１
７
日 

無
料
生
活
相
談
日 

Ｒｅｌａｙ ｔａｌｋ Ｒｅｌａｙ ｔａｌｋ 

リ
レ
ー
ト
ー
ク

  

り 

R
ela

y
 ta

lk
 

 

 

（
主
な
も
の
） 
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前
号
で
奥
村
の
り
子
さ
ん
が
、
若
者
に
厳
し
い
雇
用
環
境

を
紹
介
。
そ
れ
を
読
ん
で
、
約
１
ヶ
月
前
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
早
朝

番
組
「
視
点
・論
点
」
で
「
“就
活
自
殺
”の
背
景
に
迫
る
」
を

思
い
出
し
た
。
「
大
学
生
が
就
職
活
動
に
失
敗
し
て
自
殺

す
る
人
が
０
７
年
に
６
０
人
だ
っ
た
の
が
１
２
年
に
は
１
５

０
人
へ
急
増
し
て
い
る
と
言
う
話
。
Ｎ
Ｐ
Ｏ
自
殺
対
策
支
援

セ
ン
タ
ー 

ラ
イ
フ
リ
ン
ク
代
表
、
清
水
康
之
氏
の
お
話
。

氏
に
よ
る
と
「
こ
れ
は
あ
く
ま
で
氷
山
の
一
角
」
で
「
自
殺

未
遂
者
は
、
実
際
に
亡
く
な
る
人
の
１
０
倍
は
い
る
と
言

わ
れ
、
少
な
く
と
も
毎
年
千
人
以
上
の
２
０
代
が
、
『
就
職

失
敗
』
を
理
由
に
自
殺
を
試
み
る
計
算
に
な
る
」
と
い
う
。

昔
と
ち
が
っ
て
、
今
の
学
生
は
３
０
社
、
５
０
社
、
１
０
０
社

回
っ
て
も
一
つ
も
内
定
を
も
ら
え
な
い
学
生
も
少
な
く
な

い
。
学
生
達
の
圧
倒
的
多
数
が
望
む
の
は
「
正
社
員
」
で

す
。
で
も
相
次
ぐ
規
制
緩
和
で
働
く
ル
ー
ル
は
破
壊
さ
れ
、

安
上
が
り
の
非
正
規
社
員
が
急
増
。
多
数
の
企
業
を
回
っ

て
内
定
が
な
け
れ
ば
「
こ
ん
な
人
生
バ
カ
バ
カ
し
い
」
と
、

「
本
気
で
死
に
た
い
」
と
思
っ
た
学
生
は
５
人
に
１
人
で
、
や

っ
と
就
職
し
て
も
三
年
以
内
に
離
職
は
３
割
も
い
る
と
。 

ブ
ラ
ッ
ク
企
業
で
若
者
を
使
い
捨
て
な
ど
、
１
５
歳
～
３

４
歳
で
死
因
の
第
１
位
が
病
気
や
事
故
で
は
な
く
「
自
殺
」

と
い
う
の
は
先
進
７
カ
国
で
日
本
だ
け
で
す
。
（編
集
室
） 

「
も
う
一
人
欲
し
い
け
ど
生
活
が

大
変
」
「
難
病
指
定
さ
れ
て
い
な
い
の

で
医
療
費
の
負
担
が
大
き
い
」
な
子

ど
も
の
医
療
費
を
中
学
校
卒
業
ま

で
無
料
化
に
す
る
運
動
を
始
め
て
約

２
年
に
な
り
ま
す
。
前
回
の
市
会
議

員
選
挙
で
制
度
の
実
現
を
訴
え
、
そ

の
後
、
共
感
し
て
く
れ
た
人
達
と
一

緒
に
、
安
心
し
て
子
育
て
で
き
る
和

歌
山
市
を
！
と
会
を
作
っ
て
取
り
組

ん
で
来
ま
し
た
。 

 

メ
ン
バ
ー
の
友
人
や
保
育
園
の
お

母
さ
ん
、
お
父
さ
ん
な
ど
知
り
合
い

に
署
名
を
訴
え
、
イ
ベ
ン
ト
会
場
や

公
園
に
も
集
め
に
行
き
ま
し
た
。 

「
和
歌
山
市
に
引
っ
越
し
て
来
て
医

療
費
が
必
要
で
驚
い
た
」
「
兄
弟
が
い

る
の
で
う
つ
る
と
家
計
が
厳
し
い
」
な
ど

色
々
な
悩
み
が
届
い
て
い
ま
す
。
ま
た
、
署

名
を
集
め
て
届
け
て
く
れ
る
方
も
た
く
さ

ん
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
中
に
は
用
紙
を
コ

ピ
ー
し
て
、
１
０
０
筆
ほ
ど
集
め
て
く
れ
た

方
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。 

 

こ
れ
か
ら
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
季
節
で

す
。
去
年
は
ギ
リ
ギ
リ
ま
で
様
子
を
見
て

病
院
に
行
っ
た
と
い
う
話
を
聞
き
ま
し
た
。

こ
の
方
は
３
人
の
マ
マ
で
子
育
て
に
も
少
し

余
裕
が
出
て
き
た
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
し

た
が
、そ
れ
で
も
心
配
は
尽
き
な
い
と
の
事

で
す
。
ま
し
て
、
一
人
目
と
も
な
れ
ば
、
心

配
も
ひ
と
し
お
だ
と
思
い
ま
す
。
せ
め
て
、

病
院
代
の
心
配
を
せ
ず
、
済
む
よ
う
制
度

の
拡
充
を
実
現
し
安
心
し
て
子
育
て
で
き

る
和
歌
山
市
を
作
り
た
い
で
す
。 

 

 

今
週
は
視
察
先
の
北
海
道
か
ら
第

一
日
目
の
報
告
を
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。
８
日
か
ら
１
０
日
ま
で
福
祉
環

境
委
員
会
か
ら
県
内
外
調
査
に
参
加

し
ま
し
た
。
初
日
は
和
歌
山
県
立
医

科
大
学
の
地
域
医
療
支
援
セ
ン
タ
ー

を
訪
れ
ま
し
た
。
こ
の
セ
ン
タ
ー
は
、

県
内
の
地
域
医
療
を
充
実
さ
せ
る
た

め
、
県
よ
り
委
託
を
受
け
、
２
０
１
１

年
４
月
に
県
立
医
科
大
学
内
に
設
置

さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

県
で
は
人
口
１
０
万
人
当
た
り
医
療

施
設
医
師
数
は
５
９
２
人
（
平
成
２
２

年
厚
生
労
働
省
調
査
）
と
全
国
平
均

を
上
回
っ
て
い
ま
す
が
、
実
態
は
約
５

４
％
の
医
師
が
和
歌
山
市
に
集
中
し
、

地
域
偏
在
が
診
療
科
偏
在
を
起
し
て

充
実
に
取
り
組
ま
れ
て
い
ま
す
。
第
一

線
で
地
域
医
療
を
担
う
医
師
が
定
着

で
き
る
よ
う
県
と
し
て
も
充
分
な
支

援
が
必
要
と
感
じ
ま
し
た
。 

 

午
後
か
ら
は
北
海
道
に
飛
び
札
幌
医

科
大
学
付
属
病
院
で
お
話
を
伺
い
ま

し
た
。
患
者
さ
ん
自
身
の
骨
髄
液
の
中

の
あ
る
細
胞
を
培
養
し
て
治
験
薬
を

つ
く
り
、
そ
れ
を
点
滴
投
与
す
る
と
い

う
取
組
に
は
驚
き
ま
し
た
。
脳
梗
塞
の

後
遺
症
が
劇
的
に
改
善
さ
れ
た
例
が

紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
医
師
派
遣
制

度
で
は
、
北
海
道
か
ら
の
要
請
に
基
づ

く
教
員
派
遣
制
度
（
札
幌
医
科
大
学
の

教
員
を
医
師
研
修
が
困
難
な
地
域
に

常
勤
医
師
と
し
て
原
則
１
医
療
機
関
４

年
限
度
）
に
つ
い
て
大
変
勉
強
に
な
り

ま
し
た
。
（の
り
子
＝
札
幌
よ
り
） 

 

い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
中
、
県
民
の
運

動
も
あ
り
、
緊
急
医
師
確
保
対
策
と

し
て
２
０
０
８
年
よ
り
県
立
医
科
大

学
の
入
学
枠
が
拡
大
さ
れ
、
卒
後
９

年
間
地
域
中
核
病
院
で
の
研
修
を

行
な
う
「
県
民
医
療
枠
」
、
へ
き
地
医

療
拠
点
病
院
を
中
心
に
研
修
を
行

な
う
「
地
域
医
療
枠
」
の
学
生
が
誕

生
し
て
い
ま
す
。 

地
域
医
療
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は

「
県
民
医
療
枠
」
「
地
域
医
療
枠
」
の

卒
後
９
年
間
の
専
門
医
、
総
合
医
を

養
成
す
る
研
修
を
通
し
て
地
域
医

療
従
事
医
師
の
養
成
、地
域
医
療
の 

 

 

「プログラム法案を考える」学習会 
１０月２０日（日）午後２時～４時、

さんさんセンターの北コミュニティ

センター２階多目的ホール３で生活

相談学習会を開催します。 

演題は、「社会保障改悪の『プログラ

ム法案』を考える」 

講師は、大森米三郎さん（河北生活相

談所副所長） 

主催は、河北生活相談の会です。 

誘い合わせてご参加ください。（は）   

 

 

札幌医科大学付属病院で

話を聞く福祉環境委員会の

議員さん。 

（後列右端がのり子です） 
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